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'84ミスほほえみ 

増田 咲子さん 

昭和37年11月8 日生（22歳） 

北町2丁目 

■趣味は 

ドライブ 

■理想の男性は 

やさしくて誠実な人 

■コンテスト応募の動機は 

知人に推せんされて 

■身長・体重は 

身長＝= 166cm、 体重一52kq 

12月は固定資産税4期分・国民健康保険5期分の納税月です 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
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今
年
も
十
一
月
一
百
の
前
夜
 

祭
か
ら
、
」
百
、
四
日
に
か
け
 

て
町
民
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

絵
画
、
書
、
盆
裁
、
生
花
、
写
真
 

な
ど
の
展
示
、
囲
碁
大
会
、
茶
会
な
 

ど
の
催
し
、
芸
能
発
表
大
会
や
、
ロ
ツ
 

ー 

ク
、
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
の
ヤ
ン
グ
フ
 

「
一
 

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
会
場
を
訪
れ
た
人
々
は
 

“
文
化
）
に
触
れ
て
と
て
も
充
実
し
た
感
じ
で
 

行
く
秋
を
惜
し
み
ま
 

し
た
。
 

ま
た
、
商
工
ま
つ
 

り
も
会
場
一
ぱ
い
の
 

人
で
に
ぎ
わ
い
、
社
会
 

福
祉
協
議
会
の
バ
ザ
ー
 

蒼
い
会
の
み
な
さ
ん
の
 

出
店
、
農
協
婦
人
部
の
 

手
づ
く
り
こ
ん
に
ゃ
く
 

な
ど
の
即
売
な
ど
、
多
 

彩
な
催
し
で
し
た
。
 

赤
池
町
の
明
る
い
イ
 

メ
ー
ジ
を
P
R
し
よ
う
 

と
行
わ
れ
た
 84 
ミ
ス
ほ
 

ほ
え
み
コ
ン
テ
ス
ト
も
 

今
年
は
中
央
研
修
所
で
 

ス
タ
イ
ル
を
一
新
し
、
 

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
民
会
館
前
で
行
わ
れ
 

た
商
工
ま
つ
り
に
は
 24 

店
舗
が
出
店
、
平
常
の
半
 

額
程
度
の
安
売
り
や
町
内
 

ク
イ
ズ
、
福
引
き
抽
せ
ん
会
 

な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

‘
 

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
合
間
に
は
鞍
手
高
 

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
み
な
さ
ん
が
 

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
 

ま
し
た
。
 

ト
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
の
 

写
真
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

ト
町
民
会
館
二
階
で
 

は
公
民
館
茶
道
教
 

室
の
み
な
さ
ん
に
『
 

よ
る
お
茶
会
も
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

/ 

植木 藤吉さん 

× 

文化祭の一環として行 

われた84ミスほほえみコンテス 

鷺難二寿； ト（赤池町商工会主催、赤池町民文化祭 
誓、’ー 実行委員会、ひかり旅行株式会社後援）は、19人の応 

募者の中からミスに増田咲子さん（中央）、準ミスに長崎弘子 

さん（左）と和田久香さん（右）が選ばれ沖縄旅行がプレゼントさ 
れました。マ 赤池町の明るい 

イメージを高揚推進する 
ために行われたコンテスト。 

渡辺佐和子さん、森下由美さん、熊谷理恵さ 

んの3人には特別賞が贈られました。▼ 

気張い～ 
町内文化団体13団 
体、1 50人のみなさんが、日舞 ～ 
民謡・謡曲など67のプログラムで日頃 
の練習の成果を発表しました。 

難

」

ー

）

 

編
熱
難
熱
鷺
韓
難
灘
瑞
驚
《
与
い
 

簾
鮮
響
響
 

ト
公
民
館
花
道
教
室
の
み
な
さ
ん
に
 

よ
り
 69 
点
の
生
花
も
展
示
さ
れ
ま
し
 

た。 
文
化
団
体
四
季
会
の
み
な
さ
ん
を
中
 

心
に
し
た
 30 
人、 

71 

点
の
み
ご
と
な
 

盆
裁
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

‘
 

一
」
よ
み
 

と
 

行
 

事
 

1
日
（
土
）
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

2
日
（
日
）
 

全
国
防
火
デ
ー
 

赤
池
少
年
野
球
十
周
年
記
 

念
大
会
（
臨
駄
か
）
 

4
日
（
火
）
 

人
権
週
間
・
赤
池
町
人
権
 

6
日
（
木
）
 

尊
重
旬
間
（
謂
）
 

イ
、
ノ
フ
ル
エ
、
ノ
ザ
 

（
躍
鮮
嘉
離
ど
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

(m
輝
働
懸
議
欧
上
）
 

7
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
鎗
タ
ー
）
 

8
日
（
土
）
 

こ
と
納
め
 

針
供
養
 

9
日
（
日
）
 

人
権
尊
重
町
民
の
つ
ど
い
 

（
難
雛
所
）
 

11
 

日
（
火
）
 

生
ワ
ク
チ
ン
 

覇
騨
“
懸
詳
銀
読
）
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
 

民
運
動
（
勃
g日） 

13 

日
（
木
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

17 15 

(m
騨
駄
議
饗
）
 

日
（
土
）
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
始
め
 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
 

命
讐
龍
蝉
か
緩
譲
）
 

18 

日
（
火
）
 

19 

日
（
水
）
 

20 

日
（
木
）
 

25 

日
（
火
）
 

31 28 
日
（
金
）
 

日
（
月
）
 

× 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
タ
ー
）
 

麻
し
ん
（
舞
嚇
懸
欝
纏
議
）
 

解
放
講
座
（
羅
総
）
 

」
種
混
合
（
舞
嚇
懸
静
緩
総
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

（
躍
鰍
線
評
し
 

官
庁
ご
用
納
め
 

年
越
し
 
大
は
ら
い
 

消防功労で勲六等瑞宝章 

植木 藤吉さん （松本） 

昭
和
五
十
九
年
 

秋
の
叙
勲
で
、
赤
 

池
町
消
防
団
第
四
 

分
団
分
団
長
植
木
 

藤
吉
さ
ん
が
、
勲
 

六
等
瑞
宝
章
を
受
 

章
さ
れ
ま
し
た
。
 

植
木
さ
ん
は
、
 

昭
和
二
十
四
年
赤
 

池
町
消
防
団
員
を
 

拝
命
、
以
来
、
三
 

十
五
年
間
、
消
防
 

活
動
に
終
始
一
貫
 

し
て
そ
の
職
務
を
 

遂
行
さ
れ
、
地
域
 

住
民
の
生
命
、
財
産
の
保
護
に
寄
 

与
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
 

今
回
の
受
章
に
な
り
ま
し
た
。
 

植
木
藤
吉
 
昭
和
二
十
二
年
明
 

治
鉱
業
赤
池
炭
坑
営
繕
課
就
職
。
 

昭
和
二
十
四
年
赤
池
町
消
防
団
員
。
 

昭
和
五
十
七
年
よ
り
第
四
分
団
分
 

団
長
。
四
十
四
年
永
年
勤
続
功
労
 

の
知
事
感
謝
状
、
五
十
六
年
県
消
 

防
協
会
よ
り
優
良
団
員
表
彰
。
明
 

治
四
十
五
年
二
月
二
十
八
日
生
ま
 

れ
七
十
二
歳
。
 

ノ
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広
 

太田 達彦氏 

村上 正行氏 

定宗 美義氏 

畿騒慶麟《鮎マ 
一 ー一 

一～一 

路心警聾縄舞 

に卿 

ト
L
野
小
5
年
 

田
中
か
お
り
さ
ん
 

、

＼

 

】W
，
毒
×
 

「
嶋
棒
―
・
」
一
一
一
一
口
H
H
J
 

鷲
鵬
嚇
乃
只
」
「
 

難
 

な
＜
 

A 市場小6 年 村上 美紀さん 
み
 

①
 
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

②
 
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
 

③
 
障
害
者
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
 

世
界
人
権
官
言
が
誕
生
し
て
」
干
六
年
、
十
二
月
十
日
を
世
界
 

人
権
デ
ー
と
定
め
、
人
権
擁
護
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
は
、
国
際
的
に
 

大
き
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
人
種
差
別
を
は
じ
め
身
体
障
害
者
差
別
、
女
性
差
別
 

な
ど
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
差
別
事
象
は
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
 

特
に
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
と
 

し
て
、
部
落
差
別
が
あ
り
ま
す
。
 

部
落
問
題
は
、
予
断
と
偏
見
で
あ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
 

部
落
問
題
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
社
会
に
あ
 

る
全
て
の
差
別
を
な
く
し
、
人
々
の
人
権
を
確
保
し
、
想
像
力
あ
 

ふ
れ
る
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
す
永
続
的
な
取
り
組
み
が
大
切
 

で
す
。
 

十
二
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
人
権
週
間
 

と
し
て
人
権
擁
護
や
あ
ら
ゆ
る
差
別
解
消
の
た
め
に
、
全
国
的
に
 

多
彩
な
運
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
 

赤
池
町
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
十
日
間
を
、
 

「
赤
池
町
人
権
尊
重
旬
間
」
と
定
め
、
次
の
三
点
を
重
点
目
標
に
掲
 

げ
、
全
町
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
 

、 

) 

麟
議
麟
警
ぢ
の
 

難
撮
灘
織
難
響
】
、
、
く
ノ
ジ
 

舞
麟
麟
麟
難
賛
 
J
 

鷺
懸
羅
購
繊
麟
鰍
警
 

×
 

‘
《
r
ー・
 

一
お
た
た
か
い
舞
心
蔭
護
だ
に
舞
藩
別
の
心
 

麟「J 
編m
「 

麟
 
差
別
は
な
い
か
 
自
分
の
言
葉
に
行
動
に
 

灘
麟
 

」
繊
難
『
琳
一
 

「苫】敏暑「】「讐 

輸
響
 

」

ー

・

、

 

定
文
 

」

）

 

感
麟
 
有
国
し
 

簾
曇
（
『
）
 

差
別
の
芽
 
み
ん
な
で
つ
め
ば
 
あ
か
る
い
社
麟
紺
，
縄
 

入
権
を
 

み
ん
な
麟
響
稽
瞬
る
い
世
界
 

舞響“「・〈占・‘ 

“・×苫
i
i
一
一
一
靴
議
蕪
一
】
「
「
（
議
・
豪
喜
に
・
×
―
」
：
・
『
 

欝
 
あ
ぬ
た
鯵
鈴
」
 

お
 

おv
'v
春
 ，
●
v
加
 春v

‘
、
鳶
 

碕
 

難） 

入撫・ 

Nv
い
母
研
、
り
い
り
研
・
旧
い
か
v
研
 

3
氏
が
名
誉
町
民
に
 

十
月
臨
時
町
議
会
で
、
名
誉
町
民
選
 

任
議
案
が
可
決
さ
れ
、
太
田
達
彦
氏
、
 

村
上
正
行
氏
、
定
宗
美
義
氏
e
三
氏
が
 

名
誉
町
民
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

名
誉
町
民
は
、
赤
池
町
の
社
会
、
文
 

化
、
教
育
に
貢
献
し
、
町
民
が
郷
土
の
 

誇
り
と
し
て
尊
敬
し
う
る
人
、
ま
た
、
 

学
術
技
芸
を
通
じ
町
民
の
生
活
、
文
化
 

に
卓
絶
な
功
績
を
残
し
た
人
（
条
例
の
 

資
格
基
準
か
ら
）
に
与
え
ら
れ
る
称
号
 

で
、
町
議
会
議
員
な
ど
で
構
成
す
る
、
 

諮
問
委
員
会
の
審
議
の
後
、
議
会
の
承
 

祐
子
 

ノ 

J
H

「
「
 

一 

、

＼

、

 

議
遣
 縄
 

ノ

／

 

鳶
 

認
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
す
。
 

十
一
月
四
日
、
町
長
、
助
役
が
三
氏
 

の
自
宅
を
訪
間
し
、
選
任
章
・
表
札
・
 

記
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
選
任
さ
れ
た
三
氏
の
資
格
要
件
 

経
歴
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

太
 

田
 
達
 
彦
 
氏
 

昭
和
三
十
四
年
か
ら
町
議
会
議
員
を
 

赤池町人権尊重旬間の行事 

/／一 × 

年末・年始のし尿・ゴミ収集について 行 事 名 実施日時 場 所 内 容 

街頭啓発 

12月4 日 
6 :30A且～・ 

8 : OOAJ.t 
赤池駅前 

早朝の通勤通学者ゃ買物客、通行者、保育園 

児の父母を対象に旬間の趣旨入りテイ ッシュ 

ペーパーを配布し啓発を図ります。 
12月4 日 
3 : oop.a-

5 : ooIla 

スーパーダイコー前 

赤池商事前 

各保育所前 

広報車によ 

る街頭広報 

12月4 日 

ク 8 日 
ク 9 日 

町内全域 
町広報車で旬間の趣旨を訴えます。 

人権相談所 
12月7 日 

iO:ooA.M から 

赤池町 

福祉センター 

人権擁護委員（岡田宗治氏）ゃ法務局職員が 

みなさんの相談に応じます。相談は無料で秘 

密は固く守られますので、お気軽にご相談く 

ださい。 

「人権尊重 

町民のっど 

し、」 

12月9日 
10:OOAlから 

同和対策 

中央研修所 

旬間に際し募集したポスター・標語の発表、 

表彰と筑後市の久保正子先生の 「女性として 

母親として女として」 と題した講演を実施し 

ます。 

I 

Nv
い
的
‘
い
加
v
研
 

一期 
一
。
三
十
七
年
か
ら
八
年
間
上
野
保
 

12月31日から1月3日まで休みです。 

したがって平常の収集業務が次のよ 

うに変更になります。 

こみ収集 

★燃えるゴミ 

012月31日（月）、 1 月1日（メく）の地区=12月29日（Dに 

〇1月2 日（水）、 1 月3 日困の地区にか12月30日（日）に 

★燃えないゴミ 変更なし 

※下田川じん芥清掃センターの受け入れも12月31日から 

1 月3 日まで休みです。 

暮
 

育
園
長
。
三
十
九
年
か
ら
連
続
五
期
一
一
 

十
年
間
赤
池
町
収
入
役
。
そ
の
ほ
か
田
 

川
簡
易
裁
判
所
調
停
委
員
を
長
年
努
め
 

日
本
調
停
協
会
連
合
会
理
事
長
表
彰
な
 

ど
を
受
け
る
。
明
治
四
十
二
年
六
月
一
 

日
生
ま
れ
、
七
十
五
歳
、
上
野
原
田
 

村
 

上
 
亡
」
 

一
丁
 

工
 

!
I
 

ノ
イ
 

ー 

昭
和
十
六
年
市
場
国
民
学
校
教
頭
、
 

以
下
、
弁
城
、
金
田
の
国
民
学
校
長
、
 

赤
池
中
学
校
長
を
歴
任
し
、
昭
和
二
十
 

八
年
か
ら
十
二
年
間
赤
池
町
教
育
委
員
 

会
教
育
長
を
努
め
る
。
昭
和
四
十
七
年
 

秋
の
叙
勲
で
「
勲
五
等
双
光
旭
日
」
邑
 

を
教
育
功
労
と
し
て
受
章
。
明
治
三
十
 

12月31日から1月3日まで休みです。 し尿処理 

〇年末は混みますので、なるべく12月28日（金）までに処 

理されるようお願いします。 

〇年始は1月4日圏から平常どおり処理します。 

尉
・
い
封
 
け
 

 ノ × 

三
年
十
一
月
十
四
日
生
ま
れ
、
八
十
四
 

歳
、
上
野
常
福
 

定
 
宗
 
美
 
義
 
氏
 

昭
和
十
七
年
朝
鮮
鉄
山
警
察
署
長
、
 

昭
和
三
十
年
か
ら
宮
崎
、
熊
本
、
大
分
 

の
地
方
公
安
調
査
局
長
を
歴
任
。
昭
和
 

四
十
二
年
九
州
公
安
調
査
局
調
査
第
一
一
 

部
長
を
定
年
退
職
し
、
昭
和
四
十
六
年
 

か
ら
二
期
赤
池
町
議
会
議
員
、
四
十
五
 

年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
町
監
査
委
員
を
 

努
め
る
。
保
護
士
、
町
社
会
教
育
委
員
 

は
現
職
。
昭
和
五
十
四
年
春
の
叙
勲
で
 

「
勲
四
等
瑞
宝
章
」
を
公
安
行
政
事
務
 

功
労
と
し
て
受
章
。
明
治
四
十
年
五
月
 

四
日
生
ま
れ
、
七
十
七
歳
、
上
野
山
崎
 



《b (7） 第263 号 広 報 あ 昭和59年12月1日 け
 

い
 

か あ
 

報
 

広
 

第263 号 

競
鷲
難
綴
鷲
難
舞
綴
一
 

第
 11 

回

赤

池

町

少

年

剣

道

大

会

 

十
一
月
十
一
日
、
恒
例
の
第
十
一
回
 

赤
池
町
少
年
剣
道
大
会
が
、
筑
豊
各
地
 

域
か
ら
約
四
百
五
十
人
の
小
・
中
学
生
 

剣
士
を
迎
え
、
町
民
会
館
で
盛
大
に
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

団
体
戦
は
、
各
道
場
・
ク
ラ
ブ
か
ら
 

選
抜
さ
れ
た
選
手
だ
け
に
、
実
力
伯
仲
 

し
た
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

数
年
前
ま
で
は
、
筑
豊
地
区
で
は
田
 

川
地
区
が
や
や
レ
ベ
ル
が
低
い
よ
う
で
 

し
た
が
、
こ
の
大
会
で
は
他
地
域
と
よ
 

う
や
く
肩
を
並
べ
た
よ
う
で
、
赤
池
の
 

議会だよ‘) 

N
r
g
一
し
v
お
‘
。
v
おv
'v
杯
 
a 

選
手
は
最
後
ま
で
善
戦
、
惜
し
く
も
優
 

勝
は
逸
し
ま
し
た
が
、
小
・
中
学
生
の
 

ア
ベ
ッ
ク
準
優
勝
 

に
輝
き
ま
し
た
。
 

な
お
、
赤
池
小
 

学
生
B
組
は
、
四
 

回
戦
で
優
勝
候
補
 

の
弓
削
田
チ
ー
ム
 

に
勝
ち
、
準
決
勝
 

で
赤
池
A
組
と
対
 

戦
、
気
お
く
れ
す
 

春
 

る
こ
と
な
く
果
敢
に
挑
戦
し
、
敗
れ
は
 

し
ま
し
た
が
堂
々
と
三
位
に
入
賞
し
ま
 

し
た
。
 【

成
績
】
 

中
学
生
A

組
廿
準
優
勝
 

小
学
生
A
組
廿
準
優
勝
、
小
学
生
B
組
 

廿
三
位
、
木
村
陽
子
（
小
六
）
廿
個
人
 

優
勝
 

▼
果
敢
に
打
ち
込
む
中
学
生
B
組
の
上
村
美
香
さ
ん
（
正
面
）
▲
 

4
 

ゴ
ミ
収
集
の
手
数
料
 

値
上
げ
案
を
可
決
 

モ
デ
ル
地
区
は
週
2

回
収
集
 

昭
和
五
十
九
年
第
十
一
回
の
臨
時
町
 

議
会
が
、
十
月
二
＋
九
日
、
 
一
日
間
の
 

会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
 

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
の
承
認
に
つ
い
て
 

今
ま
で
の
予
算
総
額
四
十
億
五
千
五
 

百
五
十
五
万
四
千
円
に
、
今
回
四
百
四
 

十
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、
総
額
四
十
 

億
五
千
九
百
九
十
五
万
四
千
円
に
な
り
 

昭和59年12月1日 け
 

し、 カ
 

三三＝こ毎×ジり嚇なく7ソJ2又」魯 

秋風に向って 

さわやかサイクリング 

十
一
月
四
日
、
 

赤
池
町
子
ど
も
会
 

育
成
連
絡
協
議
会
 

主
催
の
「
交
通
教
 

室
・
サ
イ
ク
リ
ン
 

グ
大
会
」
が
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
子
ど
 

も
た
ち
に
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
 

ま
し
た
。
 

内
容
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
赤
池
 

中
学
校
体
育
館
の
改
築
工
事
の
追
加
工
 

事
費
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
名
誉
町
民
の
選
任
に
つ
い
て
 

六
月
定
例
町
識
会
で
可
決
さ
れ
た
名
 

誉
町
民
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
太
田
達
 

彦
氏
、
村
上
正
行
氏
、
定
宗
美
義
氏
の
 

三
氏
が
名
誉
町
民
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

（
五
面
に
関
連
記
事
）
 

＠
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
 

、

、

ー

 

け
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
の
制
定
に
つ
い
て
 

物
価
の
値
上
り
に
よ
り
ゴ
ミ
収
集
の
 

手
数
料
を
下
田
川
衛
生
組
合
構
成
町
（
 

赤
池
、
金
田
、
方
城
、
糸
田
の
四
カ
町
）
 

で
統
一
し
て
値
上
げ
す
る
条
例
が
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
 

ー
カ
月
一
世
帯
当
り
 

現
行
の
四
百
五
十
円
が
六
百
円
（
う
ち
 

ニ
百
円
は
町
負
担
で
家
庭
負
担
は
四
百
 

円
）
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
今
後
、
地
域
ご
と
に
数
力
所
 

の
共
同
ゴ
ミ
集
荷
場
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

を
設
置
し
て
収
集
す
る
方
式
を
と
る
地
 

域
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
 

を
し
、
週
二
回
の
収
集
が
で
き
る
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

ト秋風の中、小峠を登り、サイクリン 
グ道路ノ＼繰り出す参加者のみなさん， 

方
や
交
通
 
ル
ー
ル
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
 

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
裏
の
駐
車
場
で
田
川
警
察
 

署
交
通
係
の
方
の
指
導
を
受
け
た
あ
と
 

穎
田
、
直
方
間
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
 

で
、
秋
風
に
向
っ
て
さ
わ
や
か
サ
イ
ク
 

リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

老
人
ホ
ー
ム
を
衣
服
縫
い
に
慰
間
 

町
内
四
保
育
所
に
子
ど
も
さ
ん
 

を
も
つ
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
で
組
 

織
さ
れ
た
四
保
育
所
父
母
の
会
連
 

合
会
の
み
な
さ
ん
は
、
昭
和
五
＋
 

六
年
か
ら
毎
年
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
 

荘
を
訪
れ
、
お
年
寄
り
の
衣
服
縫
 

い
な
ど
の
奉
仕
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
会
長
の
平
川
季
子
さ
ん
 

を
は
じ
め
と
し
て
約
五
＋
人
の
役
 

員
さ
ん
が
＋
一
月
十
二
日
、
ホ
ー
 

ム
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

ボ
タ
ン
付
け
や
ほ
こ
ろ
び
直
し
 

と
、
年
末
を
前
に
お
年
寄
り
は
大
 

喜
び
で
し
た
。
 

ト今年も衣服縫いの慰問に天郷荘を訪れた 
4 保育所父母の会連合会のみなさん‘ 

年

末

年

始

の

交

通

安

全

県

民

運

動

 

12 

月
 
11 

日

か

ら

1

月
 
10 

日

ま

で

 

シートベルトは交通事故のとき、致命傷に 

なりやすい頭や胸を損傷から守ってくれます。 

「衝突事故に遭っても腕や足でふんばるから 

シートベルトなんていらない」などという人 

はいませんか。実は腕や足で耐えられる衝撃 

は、体重の2-3 倍が限度です。 

では時速20キロで固定壁にぶつかったとき 

の衝撃はどのくらいかというと、体重の6倍 

以上の力が加わるのです。わずか時速20キロ 

のスピードでも腕や足だけでは耐えられず、 

車に乗っている人の体はハンドルやフロント 

ガラスにぶつかってしまいます。ところが、 

シートベルトをしていると体は座席に固定さ 

れ、ハンドルなどにぶつかってケガをするの 

を防いでくれるのです。 

乗車中に死亡した人たちが、もしシートべ 

ルトをしていたら、10人のうち5人は助かっ 

ただろうといわれています。あなたの命を守 

るためには、まずシートベルトを締めること 
です。 

家藤で鳳合お易目交通安金 

シ 
I 
ト 
べ 

ー

ノ

 
ー

ノ

ノ

 

白
石
天
留
翁
忌
 

追
悼
句
会
 

小
場
 
妙
子
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
の
俳
人
で
あ
っ
た
 

白
石
天
留
翁
先
生
の
急
逝
か
ら
早
や
一
 

年
、
天
寿
と
は
い
え
、
余
り
に
も
大
き
 

な
存
在
を
亡
く
し
た
悲
し
み
は
、
皆
そ
 

れ
ぞ
れ
の
胸
に
深
く
、
亡
き
師
を
慕
う
 

て
や
ま
な
い
句
友
、
門
弟
に
よ
っ
て
追
 

悼
句
会
が
、
 

一
周
忌
に
近
い
十
一
月
六
 

日
、
か
つ
て
の
寄
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
 

先
生
宅
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

師
の
大
ら
か
で
厳
し
い
お
人
柄
を
思
 

わ
せ
る
よ
う
な
、
小
春
日
の
温
も
り
の
 

中
に
、
茜
色
に
染
め
た
山
々
を
包
ん
で
 

日
は
静
か
に
昏
れ
て
行
き
ま
す
。
 

喪
心
の
さ
め
や
ら
ぬ
ま
ま
の
月
日
で
 

は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
師
を
 

偲
ぶ
心
を
旬
に
託
し
て
天
留
翁
忌
を
修
 

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

報
恩
は
句
に
励
む
こ
と
冬
に
入
る
 

春
翁
 

菊
に
逝
告
菊
に
迎
へ
る
天
留
翁
の
忌
 

信
子
 

ひ
ょ
っ
こ
り
と
師
に
会
へ
さ
う
参
里
の
秋
 
桜
ん
坊
 

秋
惜
み
人
を
惜
み
て
句
座
に
あ
り
 

園
女
 

遠
山
の
紅
葉
一
気
に
消
し
落
揮
 

て
い
子
 

師
を
し
の
ぶ
心
新
た
に
石
蕗
の
花
 

豊
子
 

ひ
っ
か
き
し
如
く
に
雲
の
秋
の
暮
れ
 

三
千
女
 

稲
刈
り
の
終
れ
ば
天
留
翁
忌
の
近
く
 

里
小
春
哀
し
み
の
家
包
む
ご
と
 

師
の
庭
の
忌
日
浜
）
く
返
り
花
 

タ
紅
葉
雨
P
の
早
き
草
屋
か
な
 

ー
ト
雨
の
欲
し
き
紅
葉
の
色
と
み
レ
 

) 
I 

シートベルトを締めている場合 

誰
彼
に
魚
舞
覗
か
す
叢
日
和
 

千
恵
女
 

貝
割
菜
土
の
か
け
ら
も
追
慕
甘
る
 

清
子
 

そ
の
時
の
ま
、
に
机
も
冬
座
敷
 

秋
風
子
 

虚
子
椿
守
り
て
刀
自
の
お
す
こ
や
か
 

昭
女
 

花
野
ゆ
く
師
の
思
い
老
道
づ
れ
に
 

は
る
の
女
 

大
ら
か
な
も
の
残
さ
れ
し
小
春
か
参
 

光
子
 

天
留
翁
忌
へ
参
ず
野
道
に
あ
る
秋
思
 

駒
女
 

在
り
レ
日
の
庭
そ
の
ま
、
に
菊
咲
け
り
 

妙
子
 

選
者
吟
 

牡
丹
の
冬
芽
に
行
ち
て
在
り
し
日
を
 

吾
も
亦
露
の
身
で
あ
り
忌
を
修
す
 

一歩 

毎
週
木
曜
日
七
時
か
ら
公
民
館
句
会
 

と
し
て
『
一
歩
宅
』
で
句
会
を
行
な
っ
 

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
い
 

で
下
さ
い
。
 

短
 

歌
 村

上
 

正
行
 

⑥
福
智
山
も
遠
賀
の
川
も
此
の
老
を
 

ほ
め
て
地
鳴
り
の
拍
手
を
賜
う
 

⑥
あ
と
十
日
た
て
ば
我
が
年
八
十
四
 

し
き
 

ち
 

ゆ」つ 

一」
 

敷

地

 

祐

子

さ

ん

 

（
赤
池
保
育
所
 
勤
務
）
 

ル 
ト 

壮ベルと鷲驚いない場合一の 

効 
用 

か
く
も
長
き
ろ
赤
池
に
生
く
 
き
 

⑥
我
が
命
つ
き
て
燃
え
な
ば
赤
き
尖
は
 

町
を
め
ぐ
り
て
其
の
幸
祝
う
 

【
さ
る
十
一
月
四
日
、
名
誉
町
民
選
任
 

証
の
伝
達
に
際
し
、
 

『
一
生
の
う
ち
最
 

も
胸
に
し
み
い
る
喜
び
』
と
の
気
持
ち
 

を
歌
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。
】
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

秋
の
日
に
真
白
き
車
体
四
ツ
の
ド
ア
ー
 

秋
晴
や
陶
土
の
名
残
り
皿
山
を
 

改
装
の
廊
下
の
ロ
ビ
ー
秋
う
ら
ら
 

秋
の
庭
飢
へ
し
野
良
猫
あ
は
れ
鳴
く
 

秋
の
タ
古
き
映
画
も
ま
た
た
の
し
 

リ
ン
ゴ
 
す
 

さ
じ
 

林
檎
擦
る
匙
で
食
ぶ
る
も
老
い
う
れ
し
 

氏
子
た
る
こ
と
誇
に
し
秋
祭
リ
 

し
し
 

猪
出
没
猟
を
許
さ
れ
禁
猟
区
 

雑
木
と
て
あ
の
山
よ
く
ぞ
穫
お
ひ
し
 

朝
寒
や
通
院
バ
ス
待
つ
日
当
り
に
 

4
ト
，
 

，
ト
，
ト
（
ト
，
ト
 

け
ト
，
ト
（
ト
 

赤
池
福
祉
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
 

創
造
保
育
に
ひ
か
れ
、
昨
年
八
月
か
 

ら
赤
池
保
育
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
 

「
イ
ヤ
な
事
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
 

も
の
顔
を
見
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
。
 

そ
ん
な
と
き
本
当
に
保
母
に
な
っ
て
 

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
 
と
い
う
、
 

お
花
や
お
茶
を
習
い
、
テ
ニ
ス
や
ピ
 

ア
ノ
が
趣
味
と
い
う
、
笑
顔
の
素
適
 

な
明
る
い
お
嬢
さ
ん
で
す
。
 

池
田
等
園
長
の
お
話
 
父
母
の
親
 

頼
も
厚
く
大
変
保
育
熱
心
な
先
生
で
 

す。 

い
加
γ
い
か
白
内
ひ
り
い
り
い
軸
v
い
か
 



( 9） 第263 号 (8 ) 昭和59年12月1日 け
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報
 

広
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広
 

あ
な
た
の
茎
伊
を
町
政
に
“
【
 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
に
 

あ
な
た
の
考
え
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
 

町
で
は
現
在
“
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
 

ち
づ
く
り
）
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
 

め
「
第
二
次
赤
池
町
総
合
計
画
（
マ
ス
 

タ
ー
プ
ラ
ン
）
」
 
の
作
成
作
業
を
進
め
 

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
今
後
十
年
間
の
町
政
の
指
 

地
方
自
治
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
、
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
志
が
反
映
さ
れ
 

て
こ
そ
、
そ
の
本
質
を
な
す
も
の
と
い
 

え
ま
す
。
 

こ
の
総
合
計
画
策
定
に
際
し
て
、
み
 

な
さ
ん
の
意
志
を
十
分
反
映
さ
せ
る
た
 

針
と
も
な
る
重
要
な
計
画
で
す
。
 

め
、
町
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
論
文
を
 

募
集
し
ま
す
。
 

あ
な
た
が
考
 

え
る
十
年
後
の
 

「
赤
池
町
像
」
 

を
ど
し
ど
し
お
 

寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

産
業
、
教
育
 

文
化
、
福
祉
、
 

土
地
利
用
 

ど
ん
な
こ
と
で
 

も
結
構
で
す
。
 

赤
池
町
役
場
総
 

務
課
企
画
係
へ
 

六
十
年
一
月
末
 

ま
で
に
文
書
で
 

お
寄
せ
く
だ
さ
 

い
。
書
式
、
様
 

式
は
問
い
ま
せ
 

ん。 な
お
、
論
文
 

を
お
寄
せ
い
た
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
 

こ
の
一
年
間
に
、
あ
な
た
や
、
あ
な
 

た
の
家
族
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
の
 

保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
 

際
に
申
告
す
れ
ば
、
そ
の
全
額
が
 
「社 

会
保
険
料
」
と
し
て
、
所
得
か
ら
控
除
 

さ
れ
、
所
得
税
な
ど
の
負
担
が
軽
く
な
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
前
納
保
険
料
、
追
納
保
険
料
 

末
納
保
険
料
を
納
め
た
方
も
、
控
除
の
 

対
象
と
な
り
ま
す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
申
 

告
し
ま
し
ょ
う
。
 

納

め

忘

れ

は

 

あ

り

ま

せ

ん

か

“

【

 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
 

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
 

り
ま
せ
ん
か
。
 

国
民
年
金
か
ら
の
、
い
ろ
い
ろ
な
年
 

金
給
付
は
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
 

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
確
実
に
約
束
さ
 

れ
ま
す
。
 

〇
も
し
、
納
め
忘
れ
た
保
険
料
が
あ
り
 

ま
す
と
、
老
齢
年
金
に
必
要
な
納
付
済
 

期
間
が
不
足
し
て
、
受
け
ら
れ
な
い
と
 

か
、
低
い
老
齢
年
金
額
に
甘
ん
じ
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

も
っ
と
切
実
な
こ
と
と
し
て
、
思
い
 

が
け
な
い
事
故
に
よ
り
、
障
害
者
と
な
 

っ
た
り
、
母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
に
 

障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
 

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

〇
い
ま
一
度
、
あ
な
た
の
保
険
料
の
納
 

だ
い
た
方
全
員
に
町
よ
り
粗
品
を
進
呈
 

し
ま
す
。
 

目
 春
 4
 春
 

い軸v
研
 

飼v
い
N
白
鵬
y
研
心
 
い
N
ム
 

第
二
次
赤
池
町
総
 

合
計
画
（
マ
ス
タ
ー
 

プ
ラ
ン
）
は
、
基
本
 

構
想
、
基
本
計
画
、
 

実
施
計
画
の
三
段
階
 

で
編
成
さ
れ
ま
す
。
 

基
本
構
想
は
、
町
 

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
も
い
 

う
べ
き
計
画
の
基
本
 

目
標
で
、
お
お
む
ね
 

十
年
後
の
町
の
将
来
 

像
（
将
来
目
標
）
と
 

そ
の
目
標
に
到
達
す
 

る
た
め
の
基
本
的
施
 

策
を
示
す
も
の
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
目
標
年
次
を
昭
和
七
＋
 

年
度
と
し
て
い
ま
す
。
 

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
の
示
す
と
 

こ
ろ
に
従
い
、
目
標
の
具
体
化
を
図
り
 

町
行
政
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
 

も
に
、
各
部
門
の
施
策
・
手
段
を
調
整
 

し
て
、
体
系
的
に
表
わ
す
も
の
で
す
0
 

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
定
め
ら
 

れ
た
施
策
の
大
網
を
、
町
が
現
実
の
行
 

財
政
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
 

い
く
か
を
明
ら
か
に
し
た
、
具
体
的
な
 

事
務
事
業
を
示
す
も
の
で
す
。
 

こ
の
計
画
は
、
三
カ
年
を
目
途
と
し
 

て
、
毎
年
度
改
訂
し
な
が
ら
後
年
度
に
 

遂
次
繰
り
入
れ
て
策
定
し
ま
す
。
こ
れ
 

は
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
に
と
っ
て
も
 

直
接
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
 

め
忘
れ
が
な
い
か
、
見
直
し
て
み
ま
し
 

ょ
う
。
納
付
書
を
粉
失
し
た
り
、
期
限
 

が
過
ぎ
て
い
る
方
は
、
役
場
国
保
年
金
 

係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

エンゼルクイズ 

【第103回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 民主政治を確立するために 

民主政治、地方自治の健全な発展のために 

は、選挙が明るくきれいに行われることが先 

決です。 

そのためには地域住民の一人ひとりが、主 

ロロとしての自覚のもとに、豊かな政治常ロ 

と高い選挙道ロを身につけることが大切です。 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ12月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルグイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第102回の解答】 

候補者 ―人 

【正解者】 

応募総数38通で全員正解でした。厳正な抽 

せんの結果、次の人に図書券を送ります。 

所得額より控除される額 

1 人 59年分完納0ブ易合 

①定額保険料 ワ3,4ワ〇円 

／内 59年1月～3 月（5,830円×3月）=17. 490円、 
、訳 59年4 月～12月（6,220円×9月）=55, 980円ノ 

2 付加保険料 4 .80 〇円 

内訳 59年1月～12月（400円×12月）=4,800円 
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『
年
に
一
度
は
 

胃
の
検
診
を
』
 

今
回
は
、
当
病
院
に
お
い
て
著
し
 

い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
胃
の
検
診
 

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
 

受
診
者
数
 38 

人
 

異
常
あ
り
 
26 

人
 

異
常
な
し
 
12 

人
 

n
表
 

A
・
 

こ
の
表
A

は
 

十
月
の
胃
の
検
 

診
の
表
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
わ
 

か
り
ま
す
よ
う
 

に
、
受
診
者
三
十
八
人
中
二
十
六
人
 

の
人
に
異
常
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
検
診
者
の
約
七
十
％
が
何
か
 

悪
い
病
気
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
 

と
で
す
。
 

こ
れ
を
も
う
少
し
追
及
す
る
と
表
 

B
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

胃
 

炎

6
人
 

胃
か
い
よ
う
 
13 

人
 

ガ
ン
（
胃
力
、
乙
2
人
 

胃
ポ
リ
ー
プ
5

人
 

【
表
 

B
・
 

こ
の
表
か
 

ら
も
お
わ
か
 

り
の
よ
う
に
 

わ
ず
か
三
十
 

八
人
の
中
に
 

大
き
な
成
果
 

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
ガ
ン
」
 

に
対
し
て
は
 
「
進
行
性
ガ
ン
」
 
が
多
 

く
、
も
っ
と
早
く
検
診
を
受
け
て
た
 

、
ー
、
 

（

、

 

※
付
加
年
金
制
度
と
は
 

よ
り
高
い
保
険
料
を
負
担
し
て
、
将
 

来
、
よ
り
高
い
年
金
を
受
け
る
シ
ス
テ
 

ム
で
す
。
高
額
保
険
料
四
百
円
を
二
十
 

五
年
間
納
め
る
と
、
六
万
円
（
月
額
五
 

千
円
）
が
老
齢
年
金
に
加
算
さ
れ
て
支
 

給
さ
れ
ま
す
。
 

税
務
課
よ
り
 

ク
お
知
ら
せ
）
 

昭
和
五
十
九
年
中
（
一
月
一
日
か
ら
 

十
二
月
三
十
一
日
）
に
鉱
害
や
そ
の
他
 

の
理
由
で
、
居
住
し
て
い
た
家
や
納
屋
 

・
車
庫
な
ど
の
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
方
、
 

（
ま
た
は
予
定
の
方
）
は
、
役
場
税
務
 

課
（
内
線
 39 

番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
 

、
 
。
 

・し 

連
絡
を
い
た
だ
く
と
、
後
日
調
査
し
 

て
、
国
定
資
産
課
税
台
帳
か
ら
、
そ
の
 

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
の
面
積
部
分
を
抹
 

効
 

無
 

レ高津 清美（原田） 

レ片山 孝子（県営伏原） 

レ中村 惟之（車道） 

ニ毒12月・きさ籍・‘柾セン虜熱の行i事「た

【休館日】 
3日、10日、16日 
14 24日 

※正月休み 
12月29日～1月3日 

【福祉バス運行日】 
休館日および正月休 
休みを除く毎日 

【演芸日】 
入館者へ自由に舞台を 
提供します。 
ご利用ください。 

【仏教講演会】 
12月はお休みします 

【心配ごと相談】 
7日、17日 
午前10時から午後3時 
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ら
何
と
か
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

異
常
あ
り
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
 

も
、
二
週
間
後
、
 
ー
カ
月
後
に
再
度
 

透
視
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
を
行
い
、
万
 

全
を
期
し
て
い
ま
す
。
 

透
視
を
行
う
X
線
テ
レ
ビ
は
明
る
 

い
部
屋
で
行
い
、
多
く
の
人
が
同
時
 

に
で
き
ま
す
の
で
、
 
一
人
五
分
か
ら
 

十
分
で
終
り
ま
す
。
息
を
止
め
る
時
 

間
も
m
秒
で
、
台
の
上
下
左
右
が
自
 

動
的
に
動
き
、
患
者
さ
ん
の
負
担
を
 

軽
く
し
て
い
ま
す
。
体
の
不
自
由
な
 

人
に
対
し
て
も
助
手
が
手
伝
い
ま
す
 

の
で
、
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム
も
飲
み
や
す
く
 

な
り
、
お
年
寄
り
で
も
子
ど
も
さ
ん
 

で
も
簡
単
に
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

な
お
、
当
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
 

石
尾
院
長
、
北
先
生
、
中
村
先
生
、
 

綾
部
先
生
の
若
手
医
師
に
よ
り
、
厳
 

密
な
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
 

れ
だ
け
の
立
派
な
設
備
と
ス
タ
ッ
フ
 

が
揃
っ
て
い
る
町
立
病
院
で
検
診
を
 

受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

自
党
症
状
が
出
る
前
、
つ
ま
り
、
 

健
康
な
と
き
に
受
け
て
早
く
見
つ
け
 

る
の
が
一
番
良
い
の
で
す
。
 

町
立
病
院
の
胃
の
検
診
日
は
、
月
 

・
水
・
金
曜
日
の
三
日
間
で
す
。
電
 

話
に
よ
る
予
約
も
行
っ
て
い
ま
す
の
 

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
町
立
病
院
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
士
 

阿
部
 
秀
一
 

、
 

消
し
ま
す
の
で
、
固
定
資
産
税
が
お
安
 

く
な
り
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
赤
池
四
保
育
所
母
の
会
廿
袋
、
ェ
プ
 

ロ
ン
 
28 

点
〇
井
浦
次
生
（
小
竹
町
）
・
 

金
一
封
〇
猿
畑
公
民
館
廿
酒
2
升
〇
吉
 

田
清
高
（
上
野
）
廿
金
一
封
〇
安
永
政
 

幸
（
八
幡
区
）
廿
金
一
封
〇
塚
本
人
司
 

（
長
崎
市
）
廿
金
一
封
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
付
】
 

会
津
社
中
春
の
会
廿
一
万
 

円
、
衣
料
品
組
合
廿
二
千
円
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
中
島
フ
ジ
エ
 

金
一
封
 
塚
本
 
人
司
 

（
北
町
）
 

（
長
崎
市
）
 

( 11 

月
 16 

日
現
在
、
敬
称
略
）
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、 し か
 

あ
 

報
 

広
 

年末・年始の 
役場窓口業務について 

年末・年始の役場窓口業務は次のとおりです。 

ト12月28日（金） ご用納め 

ト12月29日（土）-1 月3 日（木う 休 業 

ト1 月4 日（金う ご用始め 

☆戸籍謄・」少本などが 
必要な方はお早目に 

戸籍業務は28日までです。 戸籍謄・抄本・ 

印かん証明などが蛇う要な方は、早めに手続き 

をおすませください。 

☆死亡届等は日直者に 
お申し出ください 

緊急な事態や、火葬認可証（死亡届）などが 

必要な場合は、 日直者がおりますので、お申 

し出ください。 

☆税の受付は30日午前中まで 

税金（町県民税・軽自動車税・国民健康保 

険税など）の受付けは30日正午まで行います。 

なお、水道料金、町営住宅家賃、住宅新築 

資金等貸イ寸金の徴収事務も30日正午まで行い 

ます。 
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=＝昭和60年1月10日午前0時から 一 

田川地区各局の市内局番が、下記のとおり60年 

1 月10日午前0時から2 ケタに変わります。 

〇市外局番はすべて「0947」になります。 

〇次の各局相互間の通話は「市内局番＋電話番号」 

だけでかかるようになります。 

市外局番・市内局番の変更 

区域名 

現 在 α）年1月10日午前0時 

市外局番 
市内 
局番 

外
番
 

市
局
 

内
番
 

市
局
 

加入者 
番 号 

田 09474 

2
 
4
 
5
 
6
 

0947 

42 
44 
45 
46 

金 田 09472 2 22 

糸 田 09472 6 26 

赤 池 094728 28 

香 春 094732 32 

油 須 原 094762 62 

大 任 094763 63 

豊前川崎 09477 
。乙 

Q
。 

72 
73 

添 田 09478 

り乙 

【b 

82 
84 
85 

田川電報電話局・金田電報電話局 

お)) ))VIL #jt!cfl) \? 
* 

x一 

福
岡
県
青
年
の
船
 

団
員
募
集
 

日
中
両
国
の
相
互
理
解
と
国
際
的
視
 

野
を
持
っ
た
青
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
 

目
的
と
し
た
日
中
友
好
「
福
岡
県
青
年
 

の
船
」
 
の
団
員
募
集
が
次
の
と
お
り
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

▽
訪
問
先
お
よ
び
期
間
 
中
華
人
民
共
 

和
国
（
北
京
、
天
津
、
大
連
）
、
昭
 

和
 60
 

年
5
月
 18 

日
か
ら
5
月
 29 

日
ま
 

で
の
 
12 

日
間
。
 

▽
募
集
期
間
・
場
所
 
12 

月
 10 

日
か
ら
 

60 

年
1
月
 25 

日
ま
で
の
間
、
赤
池
町
 

教
育
委
員
会
で
受
け
付
け
 

▽
応
募
資
格
 
昭
和
 60 

年
1
月
1

日
現
 

在
満
 20 

歳
以
上
 28 

歳
未
満
の
男
女
（
 

既
婚
者
・
学
生
等
す
べ
て
を
含
む
）
 

班
長
は
、
 
60 

年
1
月
1

日
現
在
満
 27
 

歳
以
上
 35 

歳
未
満
の
男
女
 

▽
費
用
 

8
万
円
程
度
（
班
長
は
免
除
）
 

ほ
か
旅
券
経
費
、
研
修
費
な
ど
 

▽
問
合
せ
先
 
赤
池
町
教
育
委
員
会
社
 

会
教
育
課
（
廿
4
1
0
0

) 

准
看
護
婦
（
土
）
の
募
集
 

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
、
准
 

看
護
婦
（
土
）
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
中
学
卒
業
以
上
 

▽
試
験
科
目
 
国
語
、
数
学
、
面
接
、
 

健
康
診
断
 

▽
修
学
期
間
 

2
年
間
 

▽
願
書
受
付
 
昭
和
 60 

年
1
月
7

日
か
 

ら
 19 

日
正
午
ま
で
 

▽
試
験
日
 

1
月
 20 

日
 

▽
申
込
み
、
問
合
せ
先
 

田
川
市
松
原
 

一
区
医
師
会
館
内
 
田
川
看
護
高
等
 

専
修
学
校
へ
 

云
0
9
4
7
4
1
2
1
3
2
6
7

) 

職
業
訓
練
生
の
募
集
 

県
立
飯
塚
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
 

次
の
と
お
り
昭
和
六
十
年
四
月
入
校
の
 

養
成
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
訓
練
職
種
、
人
員
 

自
動
車
整
備
科
廿
 30 

名
 

電
気
工
事
科
廿
 30 

名
 

▽
資
格
 
義
務
教
育
修
了
程
度
の
学
力
 

を
有
し
、
そ
の
職
種
に
適
し
た
人
 

▽
募
集
期
間
 

60 

年
2
月
7

日
ま
で
 

▽
試
験
日
 

2
月
 10 

日
 

▽
手
続
き
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
 

所
を
経
由
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
問
い
合
せ
 

福
岡
県
立
飯
塚
専
修
職
 

業
訓
練
校
へ
 

（
廿
0
9
4
8
1
2
2
1
3
3
6
0

) 

赤
池
役
場
前
バ
ス
停
 

が
移
動
し
ま
す
 

通
学
道
路
も
一
部
変
更
 

赤
池
第
一
排
水
樋
管
の
改
築
工
事
に
 

つ
い
て
は
、
十
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
 

し
た
が
、
そ
の
後
工
期
が
遅
れ
、
十
一
一
 

月
末
ま
で
に
上
野
橋
下
河
川
敷
に
付
替
 

道
路
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
に
伴
い
、
西
鉄
バ
ス
 
「
赤
池
役
 

場」 

バ
ス
停
も
工
事
期
間
中
は
、
こ
の
 

付
替
道
路
に
移
り
ま
す
。
 

直
方
方
面
は
上
野
橋
真
下
に
、
田
川
 

方
面
は
、
こ
れ
よ
り
三
十
屑
上
に
移
動
 

し
ま
す
。
 

な
お
、
通
学
道
路
も
猿
畑
方
向
へ
と
 

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

バス停（直方方面） 
バス停（田川方面） 

・―付替道路 

金田→ 
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